
２
０
５
０
年
に
は
96
億
人
ま
で
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
る
世
界
の
人
口
を
養
う
た
め
に

は
、
食
料
生
産
を
現
在
の
６
割
、
増
産
す
る

必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
農
業
は
、
金
額
ベ
ー
ス
で
世
界
の
食

料
生
産
の
８
割
を
担
っ
て
お
り
、
開
発
途
上

国
で
の
家
族
農
業
の
発
展
は
、
食
料
増
産
に

は
不
可
欠
で
す
。

一
方
で
、
肥
料
や
農
薬
の
不
適
切
な
使
用

な
ど
が
も
た
ら
す
土
壌
劣
化
の
進
行
は
、
農

業
の
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

放
置
す
れ
ば
食
料
生
産
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
与
え
ま
す
。

土
壌
劣
化
を
防
ぎ
、
環
境
に
配
慮
し
た
農

業
技
術
を
導
入
し
、
家
族
農
業
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
、
今
後
の
食
料
生
産
の
鍵

と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
年
は
、「
国
際
土
壌
年
」
で
す
。

土
壌
は
、
農
業
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
の

生
活
や
健
康
の
維
持
、
地
域
の
伝
統
・
文
化

の
継
承
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

地
球
と
人
々
の
健
康
と
食
料
生
産
に
と
っ

て
、
土
壌
を
守
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
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松
江
市
農
業
委
員
会
は
、
本
市
の
農

業
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
協
議
を
重
ね
、
平
成
27
年
２
月
６

日
、
松
江
市
長
に
対
し
て
建
議
書
を
提

出
し
ま
し
た
。（
一
部
内
容
を
抜
粋
）

農
業
委
員
会
組
織
に
つ
い
て

１【
質
問
・
要
望
】

　

政
府
の
規
制
改
革
会
議
で
農
業
委
員

会
の
組
織
・
構
成
の
あ
り
方
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。

①
国
へ
の
要
望
（
指
導
権
限
を
有
す
る

組
織
の
継
続
）

②
公
選
か
ら
選
任
制
と
な
っ
た
場
合
の

委
員
の
選
任
方
法

③
定
数
削
減
の
場
合
の
措
置

【
回
答
】

①
優
良
農
地
の
確
保
、
担
い
手
育
成
な

ど
委
員
会
の
役
割
は
重
要
。
引
き
続

き
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
地
域
実
情
に
精
通
し
た
人
材
、
女
性

委
員
の
選
任
を
考
え
た
い
。

③
委
員
を
補
完
す
る
「
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
（
仮
称
）」
の
新
設
が

政
府
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
定
数
や

処
遇
に
つ
い
て
は
今
後
の
法
改
正
に

基
づ
き
考
え
た
い
。

担
い
手
対
策
に
つ
い
て

２【
質
問
・
要
望
】

①
若
者
を
「
農
業
」
に
興
味
を
持
た
せ

る
取
り
組
み
・
婚
活
支
援

②
定
年
帰
農
者
の
育
成
・
確
保

③
農
地
の
借
り
手
支
援

【
回
答
】

①
オ
ペ
レ
ー
タ
養
成
講
座
、
若
者
に
よ

る
集
落
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
機
運

を
高
め
て
「
農
業
」
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
そ
の
取
り

組
み
に
対
し
、
市
独
自
の
支
援
策
も

あ
る
の
で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
や
宍
道
湖
中
海
圏
域
の
関

係
者
と
共
同
で
婚
活
活
動
も
実
施
し

て
い
る
。

②
定
年
帰
農
者
向
け
の
就
農
給
付
金
制

度
や
機
械
助
成
制
度
を
県
及
び
市
で

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
就
農
者

も
含
め
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
揖
屋

干
拓
地
で
実
施
し
て
い
る
。

③
農
政
の
改
革
に
よ
っ
て
、
主
食
用
米

の
生
産
か
ら
飼
料
用
米
、
畑
作
物
等

へ
の
転
換
が
必
要
。
市
長
会
と
し
て

米
価
の
安
定
化
や
非
主
食
用
米
生
産

拡
大
の
支
援
措
置
の
充
実
を
要
望
し

て
い
る
。

　
　

中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
、
条
件

不
利
農
地
の
集
積
を
進
め
た
営
農
組

合
・
法
人
な
ど
に
対
し
、
市
独
自
の

奨
励
金
を
交
付
し
た
い
。

経
営
の
多
角
化
（
畑
作
振
興
）

３【
質
問
・
要
望
】

　

畑
作
振
興
に
あ
た
っ
て
の
簡
易
ハ
ウ

ス
の
設
置
又
は
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
支
援

【
回
答
】

　

今
後
、
生
産
規
模
、
品
目
、
営
農
の

継
続
性
な
ど
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
補
助
又
は
リ
ー
ス
方
式
が
有
効
な

措
置
か
関
係
機
関
と
検
討
し
た
い
。

【
質
問
・
要
望
】

　

現
場
で
直
接
指
導
で
き
る
専
門
員
の

充
実

【
回
答
】

　

本
市
の
農
業
振
興
を
進
め
る
う
え

で
、
生
産
指
導
は
も
と
よ
り
、
所
得

向
上
に
つ
な
が
る
「
経
営
指
導
」
も

含
め
た
指
導
体
制
が
必
要
。
Ｊ
Ａ
、

県
な
ど
関
係
機
関
に
働
き
か
け
た
い
。

【
質
問
・
要
望
】

　

市
場
の
販
売
戦
略
、
戦
略
に
連
動
し

た
生
産
現
場
へ
の
指
導
、
生
産
奨
励
な

ど
総
合
的
に
進
め
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

【
回
答
】

　

市
場
で
は
新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
地

場
産
農
産
物
を
求
め
る
需
要
は
高
ま
っ

て
い
る
。
市
場
か
ら
の
消
費
者
ニ
ー
ズ

な
ど
の
情
報
を
受
け
る
生
産
者
側
の
組

織
づ
く
り
と
、
出
荷
量
を
増
や
す
こ
と

が
必
要
。

　

今
後
、
市
場
、
生
産
者
双
方
の
意
向

を
踏
ま
え
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
市
場
な

ど
関
係
者
相
互
の
意
見
交
換
が
で
き
る

場
づ
く
り
を
働
き
か
け
た
い
。

原会長（右）から建議書を提出

市
長
に
建
議
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の
改

選
が
昨
年
７
月
に
あ
り
、
松
江
市
議

会
の
推
薦
を
受
け
、
引
き
続
き
委
員

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
２
日
に
大
田
市

で
行
わ
れ
た
「
女
性
農
業
委
員
研
修

会
」
に
出
席
し
た
際
、
県
の
農
業
会

議
か
ら
女
性
委
員
の
登
用
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
農
業
委
員
の
統
一
改
選

後
、
島
根
県
内
の
女
性
委
員
は
31
人

と
平
成
25
年
に
比
べ
２
人
増
加
、
全

委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、

６
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
に
お
い
て
は
、
沖
縄

県
を
除
く
全
国
１
６
７
０
農
業
委
員

会
の
う
ち
、
１
人
以
上
女
性
委
員
が

い
る
農
業
委
員
会
は
１
１
５
７
委
員

会
と
な
り
、
全
体
の
69
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
回
統
一
選

挙
後
の
平
成
23
年
よ
り
も
１
５
５
委

員
会
増
え
て
い
ま
す
。
全
農
業
委
員

に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
７
・
２
％

と
な
り
、
平
成
23
年
に
比
べ
１
・
５

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
松
江
市

に
お
け
る
女
性
の
割
合
は
５
・
４
％

で
あ
る
た
め
、
今
後
、
増
加
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
の
活
動
を

振
り
返
る
と
、
毎
月
の
総
会
で
の
農

地
法
で
の
審
議
だ
け
で
な
く
、
現
地

確
認
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
様
々

な
活
動
に
つ
い
て
い
く
の
が
精
一
杯

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
を
通

し
て
、
耕
作
放
棄
地
対
策
や
後
継
者

不
足
な
ど
地
域
農
業
の
抱
え
る
問
題

が
山
積
み
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
女
性
農
業
者
な
ら
で
は
の

視
点
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
地
域
農

業
の
活
性
化
の
た
め
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　

リ
ー
ス
機
械
の
導
入
等
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
や

高
収
益
作
へ
の
物
転
換
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
目
的

　

低
コ
ス
ト
・
高
収
益
な
生
産
体
制
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
、
生
産
体
制
、
流
通
加
工
体
制
の
効
率
化
等
に
計

画
的
に
取
り
組
む
産
地
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

事
業
内
容

①
効
率
的
機
械
利
用
体
系
を
構
築
す
る
取
り
組
み

（
５
戸
以
上
の
農
家
の
参
加
・
生
産
コ
ス
ト
１
割
削
減

が
要
件
）
農
業
機
械
の
更
新
は
不
可

・
担
い
手
へ
機
械
作
業
を
集
約
し
、
生
産
効
率
を
図
る

た
め
に
必
要
な
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
導
入
（
補
助
率

１
／
２
以
内
）

・
生
産
体
制
転
換
に
伴
う
既
存
の
機
械
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
（
補
助
率
１
／
２
以
内
）
及
び
廃
棄(

補
助

率
定
額)

②
高
収
益
品
目
等
導
入
支
援
事
業

（
５
戸
以
上
又
は
１
ha
以
上
の
高
収
益
作
物
へ
の
転
換

が
要
件
）

・
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
を

図
る
た
め
の
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
導
入
（
補
助
率
１

／
２
以
内
）

・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
資
材
購
入
費
、
暗
渠
の
整
備

（
補
助
率
定
額
）
な
ど

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
松
江
地
域
農
業
再
生
協
議
会
担
い
手
育
成
部
会

(

松
江
市
役
所
農
政
課
内)
　

電
話
５
５
―

５
２
２
５

攻
め
の
農
業
実
践
緊
急
対
策
事
業

平
成
27
年
度

認定新規就農者制度について（認定新規就農者の認定主体が、県知事から市長となりました。）
　就農5年後の経営目標とその実現方法を具体的に記した「青年等就農計画」を作成し、市長認定を受ける
と「認定新規就農者」となり、国・県等の就農支援制度が活用できるメリットがあります。

認定基準（自営就農の場合）
○所得／就農5年後の所得目標：概ね280万円以上
○研修／青年：1年以上、青年以外：半年以上
○年間農業従事日数：150日以上
○青年等就農計画が達成される見込みが確実であること
○施設・機械等の整備が適切なものである　等
＊青年：農業経営開始時の年齢が18歳～45歳未満
＊青年以外：農業経営開始時の年齢が45歳～65歳未満

認定新規
就農者市長の認定

【問い合わせ先】市役所農政課内　電話55-5224

足
立
　
裕
子

諏
訪
　
智
子

進
め

力
！

女
子
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八
雲
町
の
桑
下
集
落
（
25
戸
）
は
、

谷
す
じ
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で

す
。
こ
の
地
域
を
、「
集
落
の
農
地
は

集
落
で
守
っ
て
い
こ
う
」
と
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、「
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー
ム

桑
下
」
で
す
。

耕
作
放
棄
地
再
生
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

今
か
ら
５
年
前
、
桑
下
地
域
の
荒
れ

た
水
田
に
緑
を
取
り
戻
そ
う
と
、
７
名

の
仲
間
で
営
農
集
団
「
フ
ァ
ー
ム
桑

下
」
を
立
ち
上
げ
、
耕
作
放
棄
地
55
・

６
㌃
を
再
生
、
そ
の
後
さ
ら
に
集
積
を

進
め
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

に
も
取
り
組
み
、
１
・
３
㌶
を
受
託
管

理
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
護
柵
の
設
置
や
道
路

の
草
刈
り
な
ど
は
、
地
域
の
若
者
や
女

性
も
参
加
し
て
、
積
極
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

　

桑
下
集
落
に
お
い
て
も
、「
人
と
農

地
」
の
問
題
は
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
の
維
持
そ
の
も
の
が
懸

念
さ
れ
る
事
態
に
も
対
応
す
べ
く
、
平

成
25
年
９
月
に
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
集
落
で
の
説
明
会
や
全

戸
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
そ
の
結
果
を

基
に
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
プ
ラ
ン
の
具
体
化
を
図
る

た
め
、
新
た
な
集
落
営
農
組
織
を
設
立

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

集
落
営
農
組
合
の
発
足

　

発
足
ま
で
に
は
、
25
回
に
わ
た
る
検

討
会
や
視
察
を
行
い
、
精
力
的
に
協

議
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
12
月
１
日
、

名
称
を
新
た
に
「
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー
ム

桑
下
」（
石
倉
昭
夫
代
表
）
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

　

発
足
後
も
、
週
１
回
、
40
代
か
ら
70

代
の
10
名
の
全
組
合
員
で
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
共

通
の
想
い
で
、
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て

い
け
る
よ
う
に
と
、
で
き
る
だ
け
全
員

で
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
行
っ
て
き
た
水
稲
栽
培
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
５
・
９
㌶
を
「
農
地

中
間
管
理
機
構
」
を
活
用
し
、
集
積
し

て
生
産
。
さ
ら
に
、
共
同
作
業
場
の
建

設
や
乾
燥
調
製
設
備
の
設
置
な
ど
、
順

次
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
地
に
見
合
っ
た
維
持
管
理
を

行
い
、
組
合
員
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
無
理
な
運
営
を
せ
ず
、

精
神
的
・
経
済
的
な
不
安
を
解
消
し
、

次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。」
と
語
る

石
倉
代
表
。
新
組
織
と
し
て
の
本
格
的

な
活
動
が
、
着
実
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
存
続
を

図
ろ
う
と
、
耕
作
放
棄
地
の
再

生
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
、

集
落
営
農
組
合
の
発
足
と
次
々
に

具
体
化
し
て
い
く
、
桑
下
の
皆
さ

ん
の
熱
い
決
意
を
感
じ
ま
し
た
。

イノシシ侵入防護柵設置の様子

組合員同志が活発な議論を続けています

み
ん
な
で
取
り
組
む

地
域
農
業

集
落
営
農
組
合

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー
ム
桑
下

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

 

市
・
Ｊ
Ａ
・
農
業
委
員
会
で
は
、
地
域

農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
の
た
め
の

話
し
合
い
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
松
江
市
農
政
課　

☎
５
５
―

５
２
２
４
）
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農
村
地
域
が
活
性
化
す
る
た
め
に

は
、
農
業
生
産
の
振
興
は
も
と
よ
り
、

高
齢
者
な
ど
地
域
住
民
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
高
齢
者
が
中
心
と
な
っ
て

産
直
市
を
長
年
続
け
、
い
き
い
き
と
活

動
す
る
「
く
と
農
産
市
場
」
を
紹
介
し

ま
す
。

産
直
市
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

　

今
か
ら
23
年
前
、
久
戸
集
落
（
現
在

74
戸
）
で
農
地
の
維
持
や
環
境
保
全
の

維
持
を
図
ろ
う
と
、
県
の
農
村
活
性
化

対
策
事
業
に
よ
っ
て
、「
ト
ラ
ク
タ
ー

の
共
同
利
用
の
組
織
化
」、「
集
落
内
の

家
庭
ご
み
の
集
積
所
の
設
置
」、「
青
空

市
場
の
開
設
」
の
３
つ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
青
空
市
場
が
現
在
の
「
く
と

産
直
市
場
」
の
前
身
で
す
。

　

当
初
は
、
メ
ン
バ
ー
の
所
有
す
る
作

業
所
の
軒
下
で
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
14
年
に
現
在
の
久
戸
公

会
所
前
に
移
転
、
直
売
所
を
新
設
し
ま

し
た
。

現
在
の
活
動

　

当
初
17
人
い
た
メ
ン
バ
ー
は
、
９
人

と
な
り
、
年
齢
の
ほ
と
ん
ど
が
70
代
と

80
代
で
す
。
毎
週
日
曜
日
の
朝
、
メ
ン

バ
ー
が
野
菜
を
持
ち
寄
り
、
２
人
ず
つ

の
輪
番
制
で
対
面
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
安
く
て
新
鮮
な
野
菜
は
、
早
朝
の

開
店
と
同
時
に
瞬
く
間
に
売
れ
ま
す
。

　

産
直
市
に
出
荷
す
る
野
菜
を
作
る
こ

と
で
、
生
活
に
張
り
合
い
が
で
き
、
自

家
消
費
が
主
だ
っ
た
往
時
に
比
べ
て
、

畑
の
管
理
が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
荷
時
の
仲
間
同
士
の
会
話

や
集
落
内
外
の
買
い
物
客
と
の
会
話
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ

り
、
漬
物
の
共
同
加
工
は
行
わ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
加
工
や

野
菜
の
栽
培
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

　

市
場
の
立
ち
上
げ
時
か
ら
世
話
人
を

続
け
る
坂
本
研
次
さ
ん
は
、「
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
の
市
場

を
、
存
続
し
て
い
き
た
い
。
近
隣
の
施

設
も
含
め
て
地
域
の
活
性
化
に
ど
う
導

い
て
い
く
の
か
と
仲
間
と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
で
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
23
年
間
の
過
程
に

は
、
大
変
な
苦
労
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
高
齢
化
や
過
疎
と

い
っ
た
難
題
の
中
、
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ま
れ
る
姿
に
は
、
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。

たくさんの新鮮野菜が並ぶ直売所

週末は、各自が野菜を収穫し、出荷の準備です

い
き
い
き
と
暮
ら
す

宍
道
町　
く
と
農
産
市
場

松江市農業委員会だより【第30号】（5）



☆多面的機能支払とは
　近年の農村は、高齢化や過疎化によって農地や水路・農道等の管理が困難になってきています。
そこで、農地や水路・農道等の草刈りや泥上げ、農村環境の保全、水路・農道等の補修や再整備を
地域共同で行う活動に係る経費を支援するものです。

☆多面的機能支払の３つの活動
　①農地維持活動　【農家のみ又は農家+非農家で構成される組織】
　・草刈りや水路の泥上げ等の活動
　・地域の農地や水路・農道を今後どのように保全管理していくのかを話し合う
　②資源向上活動（共同活動）　【農家+非農家で構成される組織（農家のみは不可）】
　・水路や農道等の簡易な補修をする活動
　・農村の環境を守る活動
　・地域の工夫を生かした活動
　③資源向上活動（長寿命化）　【農家のみ又は農家+非農家で構成される組織】
　・水路や農道等の補修や再整備の活動

☆活動における単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円／10ａ）

　松江市農業委員会では、管内の農地を対象に昨年10月上旬から11月下旬にかけて利用状況調査を行いました。
　農業委員37名、地区協力員58名に調査員を委嘱し、前年度の調査で遊休農地と判断された農地の改善状況
や新たな遊休農地がないか利用状況調査を行いました。併せて、田畑転換などの盛土を行った農地や納税猶予
の対象農地、2a未満の農業用施設の転用を行った農地についても、届出どおりに適正に農地が利用されてい
るかパトロールを実施しました。
　遊休農地と確認された農地の中で耕作再開の目途がたっていないところについては、今後の改善に向けた利
用意向調査を行う予定です。
　ご自身での耕作の再開が困難な場合があるかとは思いますが、周辺農地の利用や住民の方々の迷惑にならな
いよう、草刈り等の適正な維持管理を行っていただきますようお願いします。

農地パトロール（利用状況調査）を実施しました

※農地維持活動、資源向上活動（共同活動）、資源向上活動（長寿命化）は、それぞれ単独での実施
が可能です。
※資源向上活動（共同活動）と資源向上活動（長寿命化）を併せて取り組む場合は、資源向上活動（共
同活動）は75％単価が適用されます。

☆活動期間　５年間で松江市長と協定を結び、その後５年毎に更新します。
●問い合わせ先：松江市農政課　TEL 55－5224

地目 ①農地維持活動
②資源向上活動（共同活動） ③資源向上活動

（長寿命化）
① + ② ① + ② + ③

100％単価 75％単価

田 3,000 2,400 1,800 4,400 5,400 9,200

畑 2,000 1,440 1,080 2,000 3,440 5,080

草地 250 240 180 400 490 830

「多面的機能支払」に取組みませんか

松江市農業委員会だより【第30号】 （6）



老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
＋
農
業
者
年
金
で
！

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
国

民
年
金
の
支
給
額
は
月
額
最
高

６
万
４
千
４
百
円
、
夫
婦
で
12
万
９
千
円

で
す
。
一
方
、
高
齢
農
家
の
家
計
費
は
夫

婦
で
23
万
８
千
円
が
必
要
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
月
に
約
10
万
円

の
不
足
で
す
。

　

安
心
で
き
る
老
後
の
た
め
に
、
農
業
者

年
金
で
準
備
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

夫
婦
で
の
加
入
が
お
勧
め
で
す

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
女
性
は
男
性
よ
り

長
生
き
で
す
。
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
が

夫
だ
け
だ
と
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、

妻
の
収
入
は
国
民
年
金
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
受
給
額
が
増
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
女
性
農
業
者
の
長
い
老
後
の

備
え
に
も
な
り
ま
す
。

少
子
化
時
代
に
強
い
積
立
年
金

　

農
業
者
年
金
は
、
自
ら
積
み
立
て
た
保

険
料
と
そ
の
運
用
益
で
将
来
受
け
取
る
金

額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金
で
す
。

　

保
険
料
の
額
は
２
万
～
６
万
７
千
円
の

間
で
自
由
に
設
定
、
い
つ
で
も
金
額
の
変

更
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
支
払
っ
た
保

険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
る
た
め
、
大
き
な
節
税
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
松
江
市
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
５
５
―

５
２
２
３
）
も
し
く
は
お

近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

保険料月額２万円の場合の年金支給額（年額）

加入
年齢

納付
期間 男性 女性 夫婦で

加入なら

20歳 40年 84.0万円 71.7万円 155.7万円

30歳 30年 55.8万円 47.6万円 103.4万円

40歳 20年 33.0万円 28.2万円 61.2万円

50歳 10年 14.7万円 12.6万円 27.3万円
この試算は、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が1.05％となっ
た場合の試算です。制度発足以降12年間の運用利回りの平均は2.53％、予定利率
1.05％は農林水産省告示により定められている率です。

農
業
者
年
金

あ
な
た
の
未
来
を
サ
ポ
ー
ト
！

◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

◆
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

◆
60
歳
未
満
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す



平成27年度　各月締切日
４月10日（金） 10月13日（火）
5月11日（月） 11月10日（火）
６月10日（水） 12月７日（月）
７月10日（金） １月12日（火）
８月10日（月） ２月5日（金）
９月10日（木） ３月10日（木）

　乗用装置のあるトラクター・コンバインなどの農耕
作業車は、公道を走行しなくても、軽自動車税の課税
対象になります。
　登録の手続きをし、ナンバープレートの交付を受け
て車両に取り付けてください。
受付場所　市民税課又は各支所市民生活課
登録に必要なもの
　印鑑・販売証明書（車名・車台番号等が記載された
もの。証明書がない場合は市民税課にご相談くださ
い。）
※最高速度35㎞／ｈ以上の車両は大型特殊自動車と
なり固定資産税（償却資産）の対象となりますの
で、軽自動車税の申告は必要ありません。

【お問い合わせはこちらまで】
　松江市役所　市民税課諸税係（２２番窓口）
　TEL ５５－５１５４

　農地の売買・賃借・転用をするときは
農業委員会への申請が必要です。
　平成27年度の提出締切日は、下記の
とおりですのでお知らせします。

記

※市街化区域内の農地転用については、毎週金曜日が
締切日です。

農地の売買・賃借・転用申請等の
提出締切について

松江市　市民税課からのお知らせ

トラクター・田植機・コンバイン等は
軽自動車税の
申告が必要です

【お問い合わせ先】松江市農業委員会事務局
　　　　　　　　　TEL５５－５２２３

松江市農業委員会だより【第30号】（7）



　

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
」
と
思

い
、
私
費
を
投
じ
て
、
昨
年
11
月
９
日

か
ら
８
日
間
、
全
国
農
業
会
議
所
・
全

国
農
業
新
聞
が
企
画
し
た
「
第
42
回
欧

州
農
業
事
情
視
察
団
」
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

視
察
団
員
は
、
全
国
各
地
か
ら
参
加

し
た
女
性
２
名
を
含
む
20
名
で
し
た
。

　

零
細
な
水
稲
農
業
者
と
し
て
心
細
い

気
持
ち
で
の
参
加
で
し
た
が
、
視
察
団

の
団
長
を
拝
命
し
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

ス
イ
ス
で
は
、
農
民
土
地
法
や
農
地

取
引
規
制
法
が
制
定
さ
れ
、
「
農
業
振

興
の
ス
イ
ス
」
を
強
く
実
感
し
ま
し

た
。
視
察
し
た
酪
農
家
で
は
、
牛
舎
や

機
械
機
材
な
ど
目
に
す
る
す
べ
て
が
想

像
外
の
大
き
さ
で
あ
り
、
放
牧
場
近
隣

の
住
環
境
に
対
す
る
配
慮
は
見
事
な
も

の
で
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
パ
リ
近
郊
の
露

地
・
ハ
ウ
ス
野
菜
農
家
か
ら
、
作
物
に

化
学
肥
料
は
使
用
せ
ず
、
有
機
（
ペ

レ
ッ
ト
）
を
使
っ
て
の
栽
培
方
法
や
、

農
作
物
の
連
作
障
害
等
に
よ
る
病
気
も

考
え
ら
れ
る
中
で
、
輪
作
に
よ
り
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
を
組
み
込
み
、
植
え

付
け
や
管
理
、
収
穫
の
向
上
に
努
力
し

て
い
る
苦
労
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
国
の
農
業

に
対
す
る
交
付
金
な
ど
が
充
実
し
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

零
細
な
経
営
規
模
と
比
較
す
る
の
に

は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
隔
た
り
は
あ

り
ま
し
た
が
、
安
全
な
農
作
物
、
販
売

で
き
る
農
作
物
づ
く
り
の
大
切
さ
と
方

法
に
つ
い
て
、
明
る
い
見
通
し
を
見
つ

け
る
糸
口
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
日
の
松
江
を
担
い
、
農
業
を
活
気

づ
け
る
き
っ
か
け
に
、
こ
の
よ
う
な
視

察
へ
の
若
人
の
参
加
を
切
望
し
て
い
ま

す
。

農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
の
申
し
出

　

農
振
農
用
地
区
域
内
で
農
地
を
農
業

以
外
の
目
的
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
農
振
除
外
の
申
し
出
が
必
要
で

す
。
毎
年
４
月
末
、
10
月
末
が
申
し
出

の
締
め
切
り
で
す
。（
各
支
所
で
も
取

り
次
ぎ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
農
政
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

松
江
市
農
政
課　

　
　
　

電
話　

５
５

－

５
２
２
５

パリ近郊の露地・ハウス野菜農家の直売所前にて

委
員
長　

安
達　

和
朗

副
委
員
長　

古
藤　

一
郎

委　
　

員　

小
谷　

昌
純

委　
　

員　

松
崎　

豊
治

委　
　

員　

永
島　
　

映

委　
　

員　

⻆
田　

一
夫

平成２6年度情報委員会 編
集後

記

「あさつゆ」は、環境に優しいインキと
再生紙を使っています。

欧
州
農
業
事
情
を
視
察
し
て

安
達　

和
朗
（
農
業
委
員
）

　

日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
桜
前
線

の
情
報
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
中
山
間
地
域
で
は
、
米
価

下
落
や
資
材
高
な
ど
農
業
に
対
す
る

希
望
が
持
て
ず
、
後
継
者
も
い
な
い

中
で
、
地
域
の
高
齢
者
が
主
体
と

な
っ
て
農
地
を
荒
廃
か
ら
守
る
た

め
、
助
け
合
い
な
が
ら
農
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
規
模
農
業
も
必
要
で
す
が
、
地

域
の
絆
を
大
切
に
、
自
然
や
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
農
地
を
守
っ
て
い
る

小
規
模
農
家
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
、
地
域
活
性
化
対
策
の

中
、
農
業
者
に
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
舞
い
込
む
こ
と
、
そ
し
て
、
後
継

者
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
）
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